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[主張]　仁愛と忠厚

　皇 (こう)紀二千六百年の佳節 (かせつ)に當 (あた)り、我 (わ)が一億 (おく)の臣民 (しんみん)は畏 (かしこ)くも、ありがたき詔書 (せうしよ)を拜 (はい)した。誠 (まこと)に恐 (けう)懼 (く)感 (かん)激 (げき)の至 (いた)りである。
　神 (じん)武 (む)天 (てん)皇 (のう)御 (ご)創 (そう)業 (げう)の宏謨と艱 (かん)難 (なん)を偲 (しの)び奉 (たてまつ)りて今 (こん)日 (にち)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に思 (おも)ひ合 (あは)はせ、祖 (そ)先 (せん)が忠 (ちう)厚 (こう)の美 (び)徳 (とく)を受 (う)け繼 (つ)いで聖 (せい)上 (じやう)の御 (ご)仁 (じん)愛 (あい)に酬 (むく)い奉 (たてまつ)ることを示 (しめ)したまうたことと拜 (はい)する。
　魚 (うお)水 (みづ)に生 (い)きて水 (みづ)の恩 (おん)を知 (し)らず、蒼 (そう)生 (せい)君 (くん)恩 (おん)に浸 (ひた)りて君 (くん)恩 (おん)を意 (い)識 (しき)せず。帝 (てい)力 (りよく)我 (われ)に何 (なに)かあらんと云 (い)ふ童謡 (どうよう)は太平 (たいへい)の氣 (き)象 (しやう)であらうが、それは文明國 (ぶんめいこく)民 (みん)の心持 (こころもち)ではない筈 (はず)だ。我 (わ)が在 (あ)るも大 (おお)君 (きみ)の恩 (おん)、生 (い)くるも、樂 (たの)しむも凡 (すべ)て、大君 (おおきみ)の恩 (おん)にまします。社 (しや)會 (くわい)の秩 (ちつ)序 (じよ)、教 (けう)育 (いく)、産 (さん)業 (げう)、文 (ぶん)化 (くわ)等、すべて我 (われ)に依 (よ)つて生き樂 (たのし)むところのもの國 (くに)の恩 (おん)にあらずしてなんぞ。國 (くに)の恩 (おん)とは大君 (おおきみ)の恩 (おん)である、生 (せい)より死 (し)に至 (いた)るまで、子 (し)々孫 (そん)々、日 (ひ)々夜 (よ)々、時 (じ)々刻 (こく)々、我 (われ)は大君 (おおきみ)の恩 (おん)の中 (なか)に生息 (せいそく)し享樂 (けうらく)して居 (ゐ)るのである。釋 (しや)迦 (か)如 (によ)来 (らい)も人 (じん)生 (せい)の四重 (じう)恩 (おん)の一として大君 (おおきみ)の恩 (おん)を教 (おし)へたまうた。忠 (ちう)孝 (こう)を以 (もつ)て本 (もと)となす日本 (につぽん)精神 (せいしん)とは、大 (おお)君 (きみ)の恩 (おん)に感 (かん)じ奉 (たてまつ)ることから始 (はじ)まるものである。
　大 (おお)君 (きみ)は仁 (じん)愛 (あい)を以 (もつ)て我等 (われら)臣子 (しんし)を育 (はぐく)みたまひしろしめす。かゝる山 (さん)河 (が)の重 (じう)恩 (おん)に對 (たい)し奉 (たてまつ)り我等 (われら)臣子 (しんし)は忠 (ちう)厚 (こう)を以 (もつ)て事 (つか)へまつり酬 (むく)いまつるのである。
　さて大君 (おおきみ)の御仁愛 (ごじんあい)は又 (また)吾 (われ)等 (ら)臣 (しん)子 (し)の倣 (なら)ひ奉 (たてまつ)る處 (ところ)でなくてはならぬ。忠 (ちう)厚 (こう)とは單 (たん)に大君 (おおきみ)に對 (たい)したてまつる精神 (せいしん)だけではない。すべて上 (かみ)なるものは仁愛 (じんあい)を以 (もつ)て下 (しも)に臨 (のぞ)み下 (しも)なるものは忠 (ちう)厚 (こう)を以 (もつ)て上 (かみ)に事 (つか)へよと云 (い)ふ大 (おお)御 (み)心 (こころ)かと拜 (はい)する。父 (ふ)子 (し)、夫 (ふう)婦 (ふ)、兄 (きやう)弟 (だい)、姉 (し)妹 (まい)、軍 (ぐん)、官 (くわん)、社 (しや)會 (くわい)等 (とう)すべて、上 (じやう)下 (げ)の秩 (ちつ)序 (じよ)に成 (なり)立 (た)つて居 (ゐ)るのであるが、それらの秩序 (ちつじよ)に於 (お)いて、仁愛 (じんあい)と忠 (ちう)厚 (こう)の精神 (せいしん)を以 (もつ)てするのが、聖 (せい)意 (い)に酬 (むく)いたてまつる所 (ゆ)以 (えん)かと謹 (つつし)んで思 (おも)ふのである。
　このありがたき詔書 (せうしよ)は畏 (かしこ)くも、我 (われ)々臣 (しん)民 (みん)各 (かく)個 (こ)人 (じん)に賜 (たま)はつたものと解 (かい)すべきである。されば我 (われ)に仁愛 (じんあい)の心 (こころ)ありや、忠 (ちう)厚 (こう)の精 (せい)神 (しん)ありや、神 (じん)武 (む)御 (ご)創 (そう)業 (げう)の宏謨と艱難 (かんなん)と偲 (しの)びたてまつるや、今 (こん)日 (にち)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)を切抜 (ぬ)くるは我 (わ)が務 (つと)めなりとの気魄 (きはく)ありやを銘 (めい)々に反省 (はんせい)するのが、詔 (せう)書 (しよ)を拜 (はい)する臣子 (しんし)の本分 (ほんぶん)であると思 (おも)ふ。
　かく反省 (はんせい)し來 (きた)れば、我 (われ)々は慄 (りつ)然 (ぜん)たるものあるに驚 (おどろ)くことゝ思 (おも)ふ。仁愛 (じんあい)忠 (ちう)厚 (こう)の精神 (せいしん)が銷削 (せうさく)して居 (ゐ)るのではないだらうか。或 (あるひ)は家庭 (かてい)に於 (お)いて、或 (あるひ)は官 (くわん)廳 (てう)や、學 (がく)校 (こう)や會 (くわい)社 (しや)に於 (お)いて、もつともつと仁 (じん)愛 (あい)忠 (ちう)厚 (こう)の精 (せい)神 (しん)を振 (しん)作 (さく)しなければならぬと思 (おも)ふ。米内 (ない)首 (しゆ)相 (そう)、南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)、川島 (かわじま)総裁 (そうさい)等 (とう)各 (おの)々此 (こ)の度 (たび)の御 (ご)詔 (せう)書 (しよ)に關 (くわん)して諭告 (ゆこく)を發 (はつ)せられ、和 (わ)衷 (ちう)戮 (りく)力 (りよく)聖 (せい)旨 (し)に副 (そ)ひ奉 (たてまつ)らむことを誓 (ちか)つた。これは即 (すなは)ち我 (われ)々國 (こく)民 (みん)に代 (かは)つてなされたことであるが、更 (さら)に各 (かく)愛 (あい)國 (こく)班 (はん)・各 (かく)家 (か)庭 (てい)・各 (かく)個人 (こじん)に於 (お)いて、同様 (どうやう)の誓 (ちかひ)をなして聖 (せい)旨 (し)に副 (そ)ひたてまつることを期 (き)すべきである。
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